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２０２５（令和７）年１０月号（通算３８６号） 

 
 

 

 

９月１日（月）に実施された、「令和７年度さいたま市総合防災訓練・防災フェア」

に参加してきました。 

 荒川総合運動公園及びサイデン化学アリーナさいたまで実施された訓練に、見沼区自 

治会連合会として約１２０名、その内、春岡地区として３０名の中に東三番街から２名 

参加しました。見沼区役所集合でバス３台に分乗しての移動でした。 

 当日は晴天に恵まれましたが、朝から３０℃近く                               

日中の最高温度が３７℃に達した日でした。 

 緊急地震速報対応訓練後 

（１）共助による初動対応訓練（代表者） 

（２）警察、消防、自衛隊、医療機関等の 

     各種訓練の見学 

（３）各種防災体験、防災フェアの見学 

などに自由参加しました。 

 今年は、特殊車両の展示及び説明が行われ見学者が熱心に説明を聞いていました。 

 その後、サイデン化学アリーナさいたまに移動し避難所体験訓練をしました。防災ア 

ドバイザーによる防災用品や備蓄品、テント、段ボールベッドの説明や体験をしました。 

昔の避難所では一人畳一畳に毛布だけという状態であった様子も展示されており、それ 

と比較して、現在は簡易テントに段ボールベッドでプライバシーの確保が随分向上され 

たことが感じられました。 

 入場するときに手荷物検査や空港並みのｘ線検査が行われ、厳重だと感じましたが後 

日の報道で私達と入れ違いに、石破首相、防災担当大臣、清水市長などが来たからと知 

りました。別に我々参加者の安全のためではなかったようです。 

  また、別の報道では、中学生や市内の自治会のお年寄りが参加したとあり、自治会とい 

えばお年寄りというのが、マスコミの認識だと感じられました。それでは年寄りが頑張 

りましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度さいたま市総合防災訓練に参加しました 
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7 月～8 月にかけて燃えないごみの日（毎週金曜日）に収集できないごみ：４件のルール 

違反がありました。 

①PC モニター（注意書きにより当事者が撤去？）⇒出せません。法律上対象外です。（春

野図書館の小型家電回収ボックス・見沼環境センターへ直接搬入・リネット宅配回収・メ

ーカー回収）②珪藻土バスマット（アスベスト検出のため回収停止中⇒見沼環境センター

へ直接搬入）③漬物石（粗大ごみ⇒電話またはインターネットで戸別収集「有料」の申込ま

たは見沼環境センターへ直接搬入）④レンガ（粗大ごみ⇒電話またはインターネットで戸別

収集「有料」の申込または見沼環境センターへ直接搬入） 

これらの事例から、ごみ出しに関するルールや区分が十分に浸透していない、あるいは 

理解が不十分な面がうかがえます。今後も周知・啓発を通じて、東三番街全体で正しいご

み出しルールを共有していくことが大切です。 

こうした事例を防ぐためには、正しい分別方法を確認することが大切です。 

「さいたま市ごみの分別辞典」という便利な検索ツールがあり、インターネット上で 

ごみの分別や出し方を簡単に調べることができますので、ぜひご活用ください。 

※さいたま市ごみの分別辞典とは（パソコン、スマホとも利用可） 

 検索キーワードは「さいたま市ごみの分別辞典」で最上位の 

   ごみ分別辞典、収集日カレンダーをご利用ください！ ⇒を選択 
https://www.city.saitama.lg.jp/001/006/010/003/p042612.html ※東三番街自治会 HP 上でリンクは開きます 

１．トップページ           ２．例：漬物石で検索       ４．例：粗大ごみの出し方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

               

              ３．例：漬物石の分別は？ 

 

 

 

 

 

 

                        

                                 ＜環境専門委員会 佐藤＞ 

燃えないごみの日に出せる？出せない？と迷ったら 

「さいたま市ごみの分別辞典」で分別と出し方の確認 
 

 

https://www.city.saitama.lg.jp/001/006/010/003/p042612.html
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第 6 回定例役員会（Ｒ7/9/20 実施）の主な議事内容について 

 

【報告事項】 

・令和 7 年度さいたま市総合防災訓練・参加報告  

・2025年度第2回管理組合・自治会連絡会実施報告  

・環境専門委員会定例会報告(9/13) 

  クビアカツヤカミキリの対策など 

・8月分資源物回収実績について 

・はるおかふれあいフェスティバル第2回実行委員会報告 [9/6(土) ]  

・春岡地区敬老祝賀会の進捗状況について 

・秋のプラごみゼロウイーク日程について[10/26(日 9：00[9/18(土)～) 

 

【協議事項】 

・Windows11対応ノートパソコンの購入について  

当初予算10万円の増額(案)について、役員会に諮られた。⇒<承認>  

・10 月以降の防犯パトロール当番表(案)について⇒<承認> 

・もちつき大会の日程について 

・自治会だより 10 月号記事内容について（承認） 

 

 

【行事日程等】 

・春岡地区敬老祝賀会第 2 回実行委員会 [9/21（日）14：00～] 

・春岡地区自治会・関係諸団体研修会 [9/27（土）7:00～] 

・はるおか地区市民大運動会 [10/5（日）] 

・春光園草刈りボランティア [10/11（土）9:00～12:00] 

・下期班長会 [10/12（日）10:00～] 

・春岡地区敬老会(春野小体育館) [10/13(月・祝日) ] 

・はるおかふれあいフェスティバル第3回実行委員会 [10/18(土) ]  

・防災会議[10/18（土）19:00～] 

・定例役員会[10/19（日）19:00～] 

・下期自治会費徴収 [10/26（日）] 

・はるおかふれあいフェスティバル [11/16（日）9:00～16:00] 

・定例役員会[11/15（土）19:00～] 

・防災訓練[11/23（日）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月定例役員会について（議事内容報告） 
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資源物回収対象品目は、下の７品目です。 

 

新聞（チラシを含む）、雑誌、段ボール、紙類（紙箱等）、衣類、牛乳パック、アルミ缶 

 

①  資源物回収日： １０月 ５日（日） １０月１９日（日） 

  １１月 ２日（日） １１月１６日（日） 第一、第三日曜日 

 

集会所玄関前に当日の朝６：００から１２：００までの間にお持ちください。 

※回収日を間違わないよう、ご確認をお願いします。 

また、回収時間を過ぎて出さないようにお願いします。 

回収されなかった資源物はお持ち帰りください。 

 

②  資源物回収状況 

９月  1,740 ㎏ （含む、アルミ缶  30 ㎏） 

前年比  147.5％ 

収益 牛乳パック    40 円 

アルミ缶    1,200 円 

１〜９月累計  

 15,050 ㎏ （含む、アルミ缶  200 ㎏） 

前年比    107.1％ 

 

 

 

■ ９月２０日（土）に、第６回目の定例役員会が行われました。 

■ １０月定例役員会日程       １０月１９日（日）１９：００～ 

■ はるおか地区市民大運動会        １０月 ５日（日） 

■ 春野地区敬老会  会場：春野小学校   １０月１３日（月） 

■ 秋のプラごみゼロウィーク        １０月２6 日（日）９：００～ 

■ 春光園 草刈りボランティア        １０月１１日（土）９：００～ 

■ ２０２５年度下期班長会         １０月１２日（日）１０：００～ 

■ ２０２５年度下期自治会費徴収      １０月２６日（日） 

■ はるおかふれあいフェスティバル     １１月１６日（日）９：００～ 

■ 防災訓練                １１月２３日（日） 

 

 

 

 

10、１１月資源物回収日と９月資源物回収状況 

 

 

 

 
 
 
 

 

連 絡 事 項 
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～このあたりにもいる ハクビシン アライグマ その３～ 
《アライグマやハクビシンが四方八方に飛び散った話》 

アーバン周辺の木造の農家の屋根裏には、ネズミはもとより、ハクビシンやアライグ

マも棲んでいるそうです。夜中になると、家の柱をガリガリ音を立てて登り、屋根裏を

ドタバタドタバタ行ったり来たりするので、一人暮らしのおばあさんなどは、怖くて怖

くて、夜は近くに住む娘の家で寝るのだそうです。昨年、丸ヶ崎新田の農家が母屋を建

て替えることになりました。昭和４０年代に建てた木造二階建ての家を取り壊したとこ

ろ、アライグマやハクビシンが四方八方に飛び散ったそうです。さらに、タヌキやネズ

ミ、ヘビまでも。話しをしてくれたのは近所の人で、四方八方に飛び散ったというのは

おもしろおかしく話を盛った結果だったようで、家主は確かにアライグマはいたけどな

あ、飛び出したのは女だよ、ととぼけるので、その女の人たちにはシッポが生えていて、

そして二度と戻ってきませんでした、じゃないのとツッコミたくなりました。昔のキツ

ネに化かされた話なども、こんなふうに面白おかしく話すうちに伝説になっていったの

でしょうか。 

ハクビシンやアライグマは畑で悪さをするので、罠をしかけますが、ネズミのように

はなかなかかかるものでもないそうです。ところで、ネズミ捕りにかかったネズミはど

うしていたのかというと、かつては仕掛けごと裏の綾瀬川に流したそうです。最近は巨

大なゴキブリホイホイのような仕掛けを使いますが、かかったネズミをどうしたらよい

のか市に問い合わせたところ、仕掛けごと燃えるゴミの日に出すのだそうです。火葬と

いうことになるのでしょうか？ 

ネズミといえば、日が暮れるまで畑仕事をしていたら、深作のおじさんが「早く帰らな

いとネズミにひかれるよ」と言ってきました。「ネズミに轢かれる？」意味が分かりま

せん。実家の母に話すと、昔は夜寝ている赤ちゃんの耳をネズミがかじっていくことも

あったそうで、小さくて可愛い赤ちゃん、気を付けないと屋根裏のネズミの巣に曳いて

いかれるから早くお帰り、というような意味のようです。 

 

今は小動物の被害ですんでいますが、近年利根川の向こう側の渡良瀬遊水地にイノシ

シが出るそうで、そのうち、橋を渡るか、泳ぎが得意なので川を渡って、加須あたりに

くるのは時間の問題と思われます。そしたら、猪突猛進、あっという間にこのあたりに

もイノシシが現れるようになるに違いありません。      （東三番街 平山由喜）  

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

AI に「ハクビシンとネズミとイノシシの絵を描いて」と入力して出来た画像 



 

 
 


